
 

  

 
 

■ RI2770地区ガバナー  細淵雅邦様(浦和RC) 

■ 第4グループガバナー補佐  内山泰成様(大宮西RC) 

■ 地区副幹事  佐藤 亮 様 

 

 

 本日は、ガバナー公式訪問です。先ず

は、例会に先立ち ガバナー・ガバナー補

佐を交え、会長・幹事懇談会が無事終了し

たことを此処にご報告します。 

又、細淵ガバナー、第4グループ内山ガバ

ナー補佐、地区副幹事 佐藤 亮様におか

れましては、地区大会で大変お疲れのとこ

ろお越しいただき、重ねて感謝を申し上げ

ます。 更に、細淵ガバナーにおかれまし

ては、地区大会におきまして第4グループのIM合同奉仕事業に対し

「IMAGINE賞」の授与、大変光栄に存じます。 本日の、クラブ協議会に

おけるご指導よろしくお願い致します。    以上 

 

 
 

1. ロータリー財団より、菊池和彦会員、に

マルチプルポールハリスフェロー３回目

のバッチが送られて参りました。又、遠

藤光治会員、飛田美佐子会員に寄付の領

収書が届きました。 

2. 蓮田RCより、「ためになる市民講座」開

催の案内が届きました。   

 ・日時 12／18日(日) 10時開演   

 2022年11月29日発行 

会長挨拶 加藤哲男会長 

 

次回例会案内 
第1990例会 12月6日(火) 

 11 月22日(火)は、 

例会変更により休会です。 

会   場 定例会場｜ハイブリッド 

例会テーマ 外部卓話 

 PG 中里公造様 

担   当 国際奉仕委員会 
 

点   鐘 12:30 

斉   唱 君が代・奉仕の理想 

お客様紹介 加藤哲男会長 

会 長 挨 拶 加藤哲男会長 

幹 事 報 告 飯渕昭二幹事 

お客様挨拶  

委員会報告  

スマイル報告 例会委員会 

出 席 報 告 出席奨励委員会 

加藤哲男年度(2022～2023) 

岩槻東ロータリークラブ週報    

第18例会 11月15日(火)1988号 
会 場 ハイブリッド開催 
点 鐘 12:30  

会   場 定例会場｜ハイブリッド 

例会テーマ 会員卓話 

担   当 プログラム例会委員会 

テーマ ガバナー公式訪問例会 
 2770地区 細淵雅邦ガバナー 
担 当 会長･幹事 

2022-2023年度 会長方針 

楽しもうロータリー 

楽 し も う 社 会 奉 仕  

楽しもうロータリー仲間 

本日の例会 
第1989例会 11月29日(火) 

幹事報告 飯渕昭二幹事 

お客様紹介 

国際ロータリー第2770地区  
第4グループ 

2022-2023年度 会長方針 

楽しもうロータリー 

楽 し も う 社 会 奉 仕  

楽しもうロータリー仲間 
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■ガバナー公式訪問   

皆さんこんにちは。 国際ロータリー2770地区 ガバナーの

細淵 雅邦です。 

本日は、公式訪問で貴クラブに伺うことができましたことを大

変にうれしく光栄 

に思っております。 

 

さて、2月24日 ロシアによるウクライナへの軍事侵攻が開始

されたまま、今日現在平和が戻ってきていません。 

我々にとり、国際理解、親善、平和はロータリーの目的 にも

書かれているとおり永遠のテーマであり、世界平和は人類に

とり最も大切なことであると思います。 

本日、皆様と共に公式訪問を通じ、お互いに学びあえるこ

と、今、我々が平和に暮らしていることに心から感謝をしたい

と思います。 

本日、今日、この時間、例会ご参加の皆様と共に一瞬一瞬を

大切に、共にクラブを、2770地区を、活性化していくことがで

きるとても嬉しく思います。 

2/12の国際協議会、本会議でのバリー ラシン元RI会長のア

ドバイスのとおり、自分の気持ち、自身の言葉を使いご説明

いたします。 

 

■2022-2023年度RI方針 

既にご存知の通り、新型ウイルス オミクロン新種株による

感染拡大により今年度の国際協議会はインパーソンではなく

オンラインに変更となりました。 

開催スケジュールにおいても当初は、1月16日から20日ま

で、オーランドにおいて予定しておりおましたが、2月7日から

1６日と日程へと変更になりました。 

RI ジェニファー・ジョーンズ会長は、2022年1月20日に開催さ

れた、2022-2023年度 テーマ講演で、「会員がロータリーで

どんな経験を求めているかを聞き、果たしがいのある責任を

会員に与える必要があります。ロータリーでの参加型の奉

仕、人間的成長、リーダーシップ開発、生涯にわたる友情こ

そが、目的意識と熱意を生み出します。これが私たちの責任

です。会員に奉仕できなければ、地域社会への奉仕もできま

せん。会員にとって心地よい場所とし、会員への気配りがな

ければ、ロータリーの力を本当の意味で理解してもらうことは

できないでしょう」と語りました。 
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 ・場所 ハストピア   

 ・講師 蓮田病院副院長と東京大学大学院工学系

研究科 津本 浩平教授 

3. 一昨日の地区大会にて、昨年度の実績でロータ

リー賞を受賞致しましたので、御報せを兼ねて、

廻覧致します。又、細淵ガバナーより、第4グルー

プにIMAGINE 賞を頂きました。併せて回覧致しま

す。 

4. RI日本事務局より「財団ニュース11月号」が届き

ました。 回覧致します。 

5. ロータリー米山記念将学会より「ハイライトよね

やま272号」が届きました。 

 

 

公式訪問：     

ＲＩ第2770地区ガバナー  細淵 雅邦様（浦和RC） 
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 さて、今年度のRIテーマは 

イマジン ロータリー IMAGINE  ROTAR 

 

環は 人々の繋がり 

環の周りの点は 人々 

7つの点は ロータリーの重点施策 

環と点の組み合せは、先導する星 もしくはガイドたる光 

緑色の線 掘り下げる道具（難業に立ち向かう時に使う）、事

業を行うための手段 

Celebrate DEI- Diversity, Equity and Inclusion DEIを祝う 

自分たちを自由に表現する でも特別な繋がりを持っている 

紫 ポリオ、 緑 環境、 そして、White – Peace 白 平和

を、全体的には新しさと力強さを表現しています。 

 

そして、ジェニファー・ジョンーン会長が強く述べられた所信は

２つあります。 

●ＤＥＩ 多様性・公平さ、インクルージョン が会員増強維持

の「鍵」 

●果たしがいのある責任を会員がになえるように 

 ・会員の積極的な参加、適応と改革 

 ・会員にとりクラブの心地良さとクラブの配慮 

 ・受け身ではなく、参加型の奉仕、 

 

■2022-2023年度地区運営方針 

RIジェニファー・ジョンーン会長のRIテーマ・方針を受けて、

2022-2023年度地区運営方針は次の通りにいたしました。 

 

創造しよう未来への調和 

―ロータリーにDEIの爽やかな風をー 

 

ロータリーに入り、自分の人生はとても充実している。 

ロータリーに入り、かけがえのない友人をえることができる。 

ロータリーに入り、人のため、社会のために役立つことができ

る。 

 

人間力を高め、生き方のモチベーションをあげ、ゆたかな人

生を創造できる、 

それがロータリークラブではないでしょうか。 

「ロータリアン一人一人のモチベーションをあげ、クラブを活

性化させる」 

RI 会長ジェニファー・ジョーンズさんの新しい爽やかな息吹と

方針をクラブの会長、会員に伝え、ロータリーライフで自分自

身の人生のクオリティを高めていただきたいと思います。 

 

今年度、2770地区は、2500名のロータリアンのモチベ―ショ

ン向上、そして、74のクラブの活性化のための支援を最優先

事項とし運営してまいります。 

 

－創造- 

RI 会長ジェニファー・ジョーンズさんは、2022-2023年度RI

テーマとして イマジン ロータリー と発表されました。 

日本語訳では イマジン ＝ 想像  になります。 

この発表を受け、地区活動方針では、ジェニファー・ジョーン
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 ズ会長の 篤い想い を実現するために、想像から創造へ 

一歩前進してまいります。 

全世界にはさまざまな言語、文化、生活習慣があり、いろい

ろな職業や年齢層からなるロータリーの構成メンバーにとっ

て、それぞれの立場でロータリーを考えることができる素晴ら

しいメッセージであると思います。 

ジェニファー・ジョーンズ会長の 想い をしっかりと受け止

め、2770地区らしい、未来に向けて夢と希望を持ち、小さなこ

とから創造し挑戦していきます。 

 

■－未来－ 

「想像してください、私たちがベストを尽くせる世界を。私たち

は毎朝目覚めるとき、その世界に変化をもたらせると知って

います。昨日のことをイマジン（想像）する人はいません。そ

れは未来を描くことです」 

テーマである想像とは、行動への呼びかけ、であるととらえて

います。 

未来にむけての、架け橋、想像したものを創造していく重要

性。 

夢を持ち、将来へ、未来にむけて、行動するかどうか、を決

めるのは自分自身です。 

ロータリアン一人一人の 篤い想い、そして、クラブの 熱い

想い、です。 

2770地区は、未来に向けて発信していきます。 

 

■－調和－ 

今、時代は、 「 DE and I 」 と言われています。 

しかし、ここで重要なことは、ロータリーにとり DE and I は、

いま始まったことではない、ということです。 

1933 年の第 24 回国際大会での、ロータリー創設者ポール・

ハリスの演説では、 

「ロータリーは、あらゆる職業や地位、あらゆる国、あらゆる

形式の宗教の人たちに開かれています」 、90年前に話され

ています。 

目覚ましいはやさで物事が進む、激動のこの時代の中で、

ロータリーは、 

多様性、公平さ、インクルージョン を取り入れることを最優

先に運営されつつあります。 

ジェニファー・ジョーンズ会長は「インクルージョンこそが、会

員増強のカギとなる」 

と強く表明しました。 

2770地区は、想像する未来に向け、2400名のロータリアンの

モチベ―ション向上、そして、74のクラブの活性化の支援を

最優先にインクルージョン（調和）を目指します。 

 

■－DEIの爽やかな風を－ 

ロータリーの価値観に従い、DEI（多様性、公平さ、インクルー

ジョン）にいたる旅路において、組織として自分たちがどこに

いるのかを正直かつ透明性をもって見据えるとともに、これ

からも学び、向上し続けていくことに全力を尽くします。 

D ・・・・・     Diversity（多様性） 

E ・・・・・    Equity（公平さ） 

I  ・・・・・  Inclusion（インクルージョン） 
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 2770地区は、高潔性というロータリーの価値観に従い、

DEI（多様性、公平さ、インクルージョン）を推進し、学

び、向上し続けていくことに真摯に取り組みます。 

 

■想像から創造へ － 具体的な行動 

DEIの推進にむけ、ロータリアンのモチベ―ション向上、

クラブの活性化、ロータリーを元気にする活動へむけた

支援のための行動計画。 

クラブの主人公はロータリアン一人一人です。 

ロータリーの主役はクラブです。 

クラブ活性化にむけ、会員増強維持を推進します。 

 

■DEI推進にむけて 

 

DEIの推進には従来の組織の活動に加え、組織間の横

連携が必要になります。 

地区チームが有機的に機能し、チーム内の情報共有を 

正確に、速く 進めることを目的に、DEI推進委員会、専

門委員会 と、担当別の体制でクラブの活動をサポート

します。 

 

●DEI推進委員会：   地区管理運営部門、会員増強

維持門、公共イメージ部

門、IT委員会 

・管理運営部門を中心に、三部門、一委員会が連携し

て進めることにより、DEIの推進を進めます。 

                 

●専門委員会：   職業奉仕部門、社会奉仕部門、

国際奉仕部門、青少年、奉仕部

門、 

ロータリー財団部門、米山奨

学部門 

・専門委員会として目的が明確にあり、かつ、奉仕を目

的とした部門委員会及び 

財団から構成しインパクトの高い活動を目指します。 

 

■クラブ活性化にむけて、地区からクラブへ 

メンバー及びクラブが自立し、充実したロータリーライフ

となるように、クラブと地区とのコミュニケーションを大切

にいたします。 

2770地区 74のクラブごと、地域や構成メンバーの違い

など考慮しクラブの抱える課題、戦略計画の実行にむ

けての情報共有、情報交換、サポートを実施します。 

DEI推進委員会では、3部門1委員会の連携により、DEI

の推進、会員増強維持、クラブ活性化にむけての情報

交換、実行計画立案、調整と準備の実施に取り組みま

す。 

専門委員会では、精度が高くインパクトが強い奉仕の

実施に向け、情報共有、青少年、米山、財団について

はプログラムの目的や促進についてのご説明、事例の

ご案内、申請支援など、今まで経験がないクラブに対し

ても、お取組みができるように丁寧にアドバイスをさせ

ていただきます。 

また、クラブとの連携強化のためにガバナー補佐との積

極的な連携強化を進めていきます。 

 

■クラブ活性化にむけて、各クラブからの発信 

 

2770地区の全てのクラブの皆様に積極的にロータリー

の活動にかかわっていただく予定です。既にガバナー

補佐を中心にご検討いただいておりますが、それぞれ

のグループま毎で、ロータリークラブとして相応しいイン

パクトのある奉仕活動を地区大会までに必ず実施いた

だき、地区大会でグループごとに発表していただく予定

です。 

具体的に実施いただきたい奉仕内容は、7つの重点分

野、エンドポリオ活動などからクラブに相応しい奉仕活

動を選び実施していただきます。  

今年の地区大会は2770地区 2500名の一人一人のみ

なさまが主役です。 

皆様のサポートをいただき2770地区らしい、地区大会に

したいと考えます。 

 

最後に 

2770地区はロータリーの主役である、あなたのクラブの

活動をサポートいたします。 

 

一年間、クラブの活性化と皆様のモチベ―ションの向上

に向かって行きたいと思います。 

一年間、どうぞ、よろしくお願い申し上げます。  
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写真上は、細淵ガバナーに、下は内山ガバ

ナー補佐に、感謝のお花の贈呈を致しました。 

公式訪問ご指導を頂き感謝申し上げます。 
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 2022～’23年度 岩槻東ロータリークラブ 

例 会 日 毎週火曜日 12:30～13:30 会    長   加藤 哲男 
例 会 場 さいたま市民会館いわつき Tel  048-756-5151 幹    事  飯渕 昭二 
クラブ事務局   Tel 048-757-9786  Fax 048-756-5539 会報委員長 萩原 満久 

U    R    L http://www.iwatsuki-east-rc.org 

  

 

細淵ガバナー(浦和RC) 

 本日のガバナー公式訪問宜しくお願い

します。 

内山泰成第4グループガバナー補佐(大宮西RC) 

             本日は、宜しくお願い致します。 

佐藤 亮地区副幹事(浦和RC) 

 本日は、ガバナー公式訪問、宜しくお

願いします。 

加藤 哲男 第2770地区細淵雅邦ガバナー、第4グ

ループ内山泰成ガバナー補佐、地区福

幹事 佐藤 亮様、ようこそ。公式訪問

のご指導、宜しくお願いします。 

阿津澤 清  細淵ガバナー、地区大会ご苦労様でし

た。中村雅俊の歌が聞きたかったで

す。 

山崎 和雄  細渕ガバナー、地区副幹事、内山ガバ

ナー補佐、ようこそいらっしゃいまし

た。 

斎藤 公司  細淵ガバナー、ようこそ。ご指導宜し

くお願いします。 

山形 照之  細渕ガバナー、内山ガバナー補佐、公

式訪問ご苦労様です。フンちゃん何時

も、スマイル報告を有難う。 

菊池 和彦  細淵雅邦ガバナーようこそ。内山ガバ

ナー補佐ご苦労様です。 

小泉 真悟  細渕ガバナー、我がクラブへようこそ

お越し下さいました。どうぞ宜しくお

願い致します。 

遠藤 光治  細渕ガバナー公式訪問有難うございま

す。 

杉田 政男  細淵ガバナーようこそ。公式訪問有難

うございます。 

( 同趣旨 )  丹野 寿明   京野 新悟 

       小宮  勇   清水 常三 

       増渕  明   萩原 秀咲 

加藤 和正   橋本かほる   奥津 雅史 

ニコニコBOX金額報告  

11/15合計 ３３，０００円 

今年度累計 ４０３，５００円 

ニコニコＢＯＸ・出席報告 

例会日 総数 出席 (Zm) 
合計    欠席 Ｍｕ 出席率 

11/15 
免除3名 

24 
(3) 

19 + (2) 
(2) 0 0 90.47% 

10/25修正 

免除3名 
24 
(3) 

17 + (3) 
(1) 1 1 95.23% 

出席報告 (Zoom出席)  
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本日のオンライン参加：  
  

 木村   献 会員 

 飛田美佐子 会員   


